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外 科領 域 にお け るCefotiam hexetilの

臨床 的検 討

横 山 隆 ・児 玉 節

広島大学 医学部第1外 科*

新 し く開 発 され た経 口用抗生 剤 であ るcefotiam hexetilを 皮膚 軟部組 織 感染症4例(術

後創感 染2例,感 染性 アテ ローム1例,縫 合 糸膿 瘍1例)に 使 用 し,臨 床 効果,安 全性 お

よび有用性 につい て検 討 した。 その結果,著 効1例 を含 み全例有 効以 上 であ り,細 菌 の消

長 を検 討 した3症 例 です べ て菌が消 失 し,本 剤 に起 因す る と思 われ る副作 用,臨 床検 査値

異常 は認 め なか った。 よ って本 剤 は外 科領域 の皮 膚軟 部組織 感染 症 に対 して有 用な抗 生剤

と考 えられ た。
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Cefotiam hexetil(CTM-HE,SCE-2174)は 武 田薬 品

で開発 され た経 口用 セ フ ァロ スポ リン剤 で,経 口投 与 に

よ りほ とん ど吸収 され な か ったcefotiam(CTM)の1-

(cyclohexyloxycarbonyloxy) ethyl ester誘 導 体 で あ

る1)。本 剤 はFig.1の 構 造 を有 し,そ れ 自体 は抗 菌作 用 を

有 しな いが,経 口投与 され る と腸 管 内 で脱 エ ステ ル化 さ

れ てCTMと して吸 収 され,抗 菌 作 用 を発 揮 す る2)。 し

たが っ て本 剤 の抗 菌 スペ ク トル は広 く,従 来 の経 口 セ フ

ァロス ポ リ ン剤 が 弱 い 抗 菌 力 しか 示 さな いEscherichia

coliの セ フ ァ レ キ シ ン(CEX)耐 性 株 や,Citrobacter,

Enterobacter,イ ン ドー ル 陽 性proteus,Haemophilus

influenzaeに も強 い抗菌 力 を示 す2,3)。今 回,本 剤 を外 科

領域 にお け る皮 膚 軟部 組 織 感染 症 に使用 し,若 干 の 成績

を得 たの で報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of cefotiam hexetil

1. 対象 お よび方法

昭和61年7月 か ら昭和61年9月 に当科 を受診 し

た 入 院2例,外 来2例 の 皮 膚 軟 部 組織 感 染症4例

(Table1)に,cefotiam hexetilを 経 口投与 し,そ

の臨 床効 果,細 菌学 的効 果,副 作用 について検討し

た。 感染症 の 内訳 は,術 後創 感染2例,感 染性 アテ

ローム1例,縫 合 糸膿瘍1例 で あった。投与方法は

い ずれ も1回100mgを1日3回 投与 した。

臨床 効 果の判 定 は臨床 症状 あ るいは起 因菌の消失

を目安 とし,Table2に 示 す基 準で判定 した。

2. 成 績

症例1:63歳 の男性で入院患者である。胃癌のため胃

全摘術を施行 し,1カ 月後に手術創に感染を発症 した症

例である。発病2日 後に切開を施行 し,本 剤の投与を開

始。投与開始前の白血球数8,100は 開始3日 後6,300,10

日後6,700と な り,開 始4日 後には疼痛,熱 感,硬 結が

消退 し,7日 後には全局所症状の改善がみ られたため有

効 と判定 した。また開始前に検出されたEnteroceccusも

消失 した。

症例2: 62歳 の男性で入院患者である。食道癌根治術

を施行 し,2カ 月後創部に感染を発症 した症例である。発

病3日 後 より本剤の投与 を開始。投与開始2日 後には全

局所症状の改善がみ られたため有効 と判定 した。

症例3:57歳 の女性で外来の患者である。6日 前より
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左頸部のアテロームに発赤,疹 痛が出現 し来院。切開を

施行 し,本 剤の投与 を開始。投与開始3日 後にすべての

炎症所見が消失 し・排膿 も消失 したため著効 と判定した。

また投与前に検出 されたStaphylococcusも 消失 した。

症例4:54歳 の女性で外 来の患者である。4年 前の腹

壁ヘルニ アの手術創が化膿 し,感 染症状が増悪したため,

発病2日 後に抜糸 とともに本剤 の投与 を開始 した。投与

開始3日 後 にすべての局所炎症症状の改善がみられたた

め有効 と判定 した。 また投 与前 にPseztdomonas aer-

uginosaが 検出 されたが,排 膿が消失 したため菌消失と

した。

以上 を総合 す る と,本 剤 の臨床効 果 は皮 膚軟部組

織感 染症4例 中著効1例,有 効3例 で あった。細菌

学 的効果 は菌 が検 出 され た3例 ですべ て消失 であっ

た。 また 自他覚 的 副作用 もな く,本 剤 に起因すると

考 え ら れ る臨 床 検 査 値 異 常 も認 め られ なか った

(Table3)。

3. 考 察

Cefotiam hexetilはcefotiam(CTM)の1-

(cyclohexyloxycarbonyloxy) ethyl ester誘 導 体で,

本剤 自体 には抗菌作 用 はな いが,経 口投与 されると

腸管 壁 で脱 エ ステル化 され,CTMと して吸収され,

抗菌作 用 を発揮 す る。

CTMは グラム陽 性菌 お よびグ ラム陰性 菌に対 し

バ ラ ンスの よい抗菌 力 を有 し,こ れ までの経 ロセフ

ァ ロス ポ リ ン剤 で は効 果 が 期 待 で きなか ったE

coliのCEX耐 性 株や,Citrobacter,Enterobacter,

イ ン ドー ル陽性proteus,H.influenzaeに も抗菌作

用 を示す。 今 回,外 科領域 感染 症 に対 す る適用 を検

討 す るた め4例 の皮 膚軟部 組織感 染症 に対する治療

効果 を検討 した。 その結果,臨 床 効果 は著効1例,

有 効3例 と全 例 が 有 効 以 上 で あ っ た。検 出菌 は

Enterococczes,coagulase negative staphylococcus

(CNS),P.aemginosa各1株 で あ り,い ずれ も除

菌 され た ものの,こ の3株 中本剤 の抗菌 力のおよぶ

もの はCNSだ けで あ った ことか ら,正 しい細菌学

的効 果 を評価 す る には至 らなか った。 自他覚的副作

用,臨 床検 査値 異常 は認 め られなか った。

以 上 の こ とか ら,本 剤 は外 科領域 皮膚軟部組織感

染症 に対 して有 用 な薬剤 と考 え られ る。
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CEFOTIAM HEXETIL IN THE FIELD OF SURGERY 

TAKASHI YOKOYAMA and TAKASHI KODAMA 

First Department of Surgery, School of Medicine, Hiroshima University, 

1-2-3 Kasumi, Minami-ku, Hiroshima 734, Japan

We evaluated cefotiam hexetil (CTM-HE), a newly developed oral antibiotic, for clinical efficacy, 
safety and usefulness in skin and soft tissue infections. 

Cefotiam hexetil was used for the treatment of 4 cases of skin and soft tissue infections (2 cases of 
wound infection, and 1 case each of infectious atheroma andstitch abscess). The clinical efficacy was 
excellent in 1 and good in 3. All bacterial strains isolated from 3 cases were eradicated. No adverse 
events attributable to cefotiam hexetil were observed. 

From the above results, we consider cefotiam hexetil to be a useful drug for the treatment of skin 
and soft tissue infections in surgery.


